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編 集 後 記

編集委員は昨年に引き続き 2回目です。ご協力くださっ
た皆様に感謝いたします。さて私自身はといえば、学部
の業績一覧、学生の論文題目一覧、卒業後の進路を担当
したほか、自分の研究室紹介記事も書きました。つまり
今号の誌面のうち 3分の 1以上は私です。個人的には自
分特集号です。本当にありがとうございました。(古井)

毎年、情報科学誌の最終原稿締切である 11月中頃は、
卒業研究で忙しいのだが、今年は就職氷河期で、未だ就
職活動中の学生と一緒に私も忙しい。再来年度就職予定
の学生には、「社会人基礎力」の向上に努めてほしいもの
だ。(田中)

今年から編集委員になり他の編集委員先生にご迷惑を
おかけしました。学部のイベント報告や就職関連の学生
からの寄稿の編集作業を担当しました。お忙しいなか原
稿を執筆していただいた皆様に改めて感謝致します。ま
た来年もよろしくお願い致します。(成)

今年で 2年目でたぶん編集委員長の仲です。本号から
学生による研究報告・研究論文も掲載することになり、情
報科学会誌は情報科学部および情報科学研究科の紀要と
しての機能を持つ事になりました。今回さっそく投稿が
あり１報掲載することができました。まだ、これから原
稿の仕上げや校正や印刷が残っていますが、他の編集委
員の先生方がしっかりしているのでたぶん大丈夫でしょ
う。(仲)
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